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中中国国改改革革開開放放4400周周年年・・深深圳圳のの歩歩みみとと今今（（22））  
～～人人口口かかららみみるる深深圳圳市市のの変変遷遷～～  

 

 2018年は中国が改革開放政策に転換してから 40周年に当たります。経済特区という位置付けの下、改革の「実

験場」として、対外開放の「窓口」として改革開放政策を主導してきた深圳市は、急速な発展を遂げ、かつての小さな

漁村から「世界の工場」へ、そして昨今は「イノベーション都市」に変貌しつつあります。本レポートでは、中国の改革

開放政策の始まり、改革開放政策以降の深圳の歩みを概観したうえで、その歩みの中から「イノベーション都市・深

圳」が形成された背景を考察します。2回目の本稿では、深圳市の変遷を人口の面からみてみます。 

 

■流入人口増加で非戸籍人口、労働者人口の比率上昇 

 深圳市の発展を支えてきた大きな要素の一つは外部からの流入人口です。深圳市統計年鑑によると、深圳市が

誕生した1979年、当時の常住人口は31万人でした。しかし、経済特区に指定され外資導入による経済成長が促進
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図表1：深圳市の常住人口（戸籍人口、非戸籍人口）の推移 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

1979 1981 1983 1985 1987 1989 1991 1993 1995 1997 1999 2001 2003 2005 2007 2009 2011 2013 2015

非戸籍人口（左目盛）

戸籍人口（左目盛）

戸籍人口比率（右目盛）
非戸籍人口比率（右目盛）

(万人) (%)

 
（出所）『深圳統計年鑑』を基に作成 
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される中、香港をはじめ海外の製造業進出が加速。それに伴う労働需要の拡大に対応すべく流入人口が増加し、

2016年末時点の常住人口は1,190万人に達しました。 

 常住人口は、深圳市戸籍を保有する「戸籍人口」と戸籍を保有しない「非戸籍人口」に分けられます。戸籍人口と

非戸籍人口の比率をみると、1979年当時は戸籍人口比率が 99.5％を占めていましたが、流入人口の増加に伴い、

非戸籍人口比率が急速に上昇。中国が世界貿易機関（WTO）に加盟した2000年には82％に達しました。 

 流入人口の増加で、労働者人口の比率も上昇。1979年当時、労働人口比率は44％程度でしたが、1980年代後半

には約65％にまで上昇しました。 

 非戸籍人口と労働者人口の比率（図表 2）を比べてみると、1990年代から 2000年代にかけては非戸籍人口比率

が労働者人口比率を上回り、戸籍を保有していなかった労働者が多かったことを示唆しているといえます。しかし、

近年（2012年以降）は労働者人口比率が非戸籍人口比率を上回っています。これは、相対的に戸籍を取得しやす

いホワイトカラーの労働者が増えていること、戸籍制度改革により、他都市に先行して戸籍政策を緩和していること

などが要因と考えられます。  

（出所）『深圳統計年鑑』を基に作成 

図表2：非戸籍人口と労働者人口の推移 
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沿海4大都市別の人口比較 

 沿海4大都市（北京市、上海市、広州市、深圳市）の足許の常住人口をみると、北京市と上海市は2,000万人を突

破。人口過多や交通渋滞などが深刻化し、2017年はともに純減に転じています。一方、深圳市の2017年末時点の

常住人口は 1,252万人と、前年末の 1,190万人から 5.2％増加。増加率は、広州市（3.2％）を上回り、4都市の中で

最大を記録しています。2020年の人口目標に対する増加余地でも、深圳市は最大です。 

 流入人口が多い深圳市は全国で最も若い都市とされ、2016年末時点の常住人口平均年齢は 32.5歳。15～64歳

の人口比率も 4都市で最も高い水準にあります（図表 4）。現在のイノベーション都市としての深圳市は、こうした若

い流入人口が支えている側面が大きいといえます。 

 

 

（執筆：株式会社三井住友銀行 コーポレート・アドバイザリー本部 香港グループ） 

 

本誌内容に関するご照会は、お取引店までご照会ください。 

図表3：4大都市の人口比較 

 
（出所）各地方政府の公開情報に基づき作成 

図表4：4大都市の15-64歳の人口比率 

 
（出所）各地方政府の公開情報に基づき作成 


